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１．これまでの経緯
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● 大深度地下使用認可（10月）

● 名城変電所工事着工（12月）

● ささしまライブまちびらき（10月）

１. これまでの経緯 3
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● 工事実施計画（その１）認可

（H26.10月）

● 用地協定締結（H27.1月）

● 名城非常口工事着工（H28.6月）

● 名古屋駅（駅中央部）工事着工

（H28.12月）

● 民間投資促進包括プラン公表（3月）

● 工事実施計画（その2）認可

（3月）

● 名古屋駅周辺まちづくり構想策定（H26.9月）

● 名古屋駅周辺交通基盤整備方針策定（3月）

●リニア駅周辺のまちづくりの方向性（中間とりまとめ）
名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）
策定（1月）



２. リニア中央新幹線に関する動き
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２. リニア中央新幹線に関する動き 5

■名古屋市内におけるリニア中央新幹線建設の状況

①名古屋駅（中村区）

…ＪＲ名古屋駅地下における駅の建設

②名城非常口（中区）

…名城東小公園跡地における非常口の建設、
名古屋駅及び勝川非常口へのトンネルの敷設

③名城変電所（中区）

…愛知県産業貿易館本館跡地における変電所の建設、
名城非常口への電気洞道の敷設

②名城非常口

計画路線(トンネル部)

市区町村境

凡例
0 0.5 1 2

km

1:50,000①名古屋駅

③名城変電所

使用の認可

申請書の公告・縦覧

利害関係人の意見書提出

公聴会の開催

学識経験者の意見聴取

関係行政機関の意見聴取

審 査

事前の事業間調整

使用の認可の申請

大深度地下使用の認可経過
H26.3
H29.10

H30.3

H30.10

H30.5

H30.8

H30.8

H30.7

H30.5

平成30年12月、名城変電所工事に着手。名古屋駅、名城非常口と合わせ市内3カ所で建設工事を実施中。
また、平成30年10月、国土交通省において大深度地下を活用したトンネル敷設が可能となる大深度地下の使用を認可。

※水色の線は、駅の概ねの範囲を示すもの



２. リニア中央新幹線に関する動き 6

出典：ＪＲ東海ウェブサイトより

準備工(平成30年12月)

○施設概要

○工事状況

○施設概要

○工事状況

約30ｍ

約60ｍ

[左図]工事桁の基礎杭打設工(在来線)(平成29年12月)

[右図]地中連続壁工(新幹線)(平成30年9月)

出典：JR東海 環境影響評価書(愛知県)のあらまし(平成26年8月)

○施設概要

○工事状況

立坑掘削工(平成30年12月)

約40ｍ

約
9
0
ｍ

約10ｍ

出典：JR東海 中央新幹線名城非常口新設工事における
環境保全について(平成28年10月)

出典：JR東海 中央新幹線名城変電所ほか新設工事に
おける環境保全について(平成30年12月)



3. 名古屋駅周辺まちづくりに関する動き
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3. 名古屋駅周辺まちづくりに関する動き 8

■名古屋駅周辺まちづくりの概要

「名古屋駅周辺まちづくり構想」の実現を図るため、構想に掲げる10の主要プロジェクトについて、

関係事業者との調整等を実施

〔平成26年9月策定〕 〔構想に掲げる10の主要プロジェクト：
「名古屋駅周辺交通基盤整備方針」より〕

■主要プロジェクト

○まちづくり関連プロジェクト

①都市機能の強化

②リニア駅周辺の面的整備

⑧地区毎の特色を活かしたまちづくり

○交通基盤関連プロジェクト

③わかりやすい乗換空間の形成

④駅前広場周辺の再整備

⑤東西ネットワークの強化

⑥名鉄名駅再開発計画

⑦高速道路とのアクセス性の向上

⑨名駅通の歩行者空間の拡充

駅へのアクセス性の改善

⑩ゆとりのある地下歩行者空間の形成
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■目標とするまちの姿

3－(1) リニア駅周辺のまちづくりの方向性（中間とりまとめ）

安心・安全
なまち

太閤通

駅とまちを
つなぐ駅前広場

広場を中心に人々が
集い・にぎわうまち

回遊性の高い
歩いて楽しいまち

0  100m

N：周辺のまちや施設とのつながり

環
状
線

多彩で魅力的な
顔をもつまち

開発誘導

広場を中心に人々が
集い・にぎわうまち

回遊性の高い
歩いて楽しいまち

安心・安全
なまち

開発誘導

：歩行者動線（地下） 0 50ｍ

Ｎ

駅とまちを
つなぐ駅前広場

多彩で魅力的な顔
をもつまち

：周辺のまちや施設とのつながり（地上）

：地上と地下のアクセス

拠点の形成

西地区

東地区

名古屋駅名古屋駅

リニア駅上部空間及び周辺街区のまちづくりを進める

ため、目標とするまちの姿や、取り組みについて、今

後の方向性を示すもの

■将来のまちのイメージ

東地区西地区

人々が集い、憩い、交流する広場が中心にあるまち

■目的

（1）リニア駅周辺のまちづくりの方向性（中間とりまとめ）〔プロジェクト②〕

椿
神
明
社
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・広場整備・道路の再配置

・広場等へ顔を向けた開発誘導及び駅周辺の高度利用促進

・街並み・景観のルールづくり

・駅とまちをつなぐ開放性の高い広場を駅前広場に配置

・魅力ある地域資源の活用
椿
神
明
社

・ リニア関連施設はできる限り広場空間と調和するように配置
・ ※印箇所にリニア関連施設が配置される場合は、広場とならない可能性あり

：広場 約7,000㎡

(広場内にリニア関連施設が配置される予定）

：道路（区画街路）

※

※ ※

幅員6ｍ 延長約50ｍ

幅員12ｍ 延長約110ｍ

幅員4ｍ 延長約30ｍ

■取り組みイメージ

西地区

・広場整備・道路の再配置

・広場等へ顔を向けた開発誘導及び駅周辺の高度利用促進

・街並み・景観のルールづくり

・駅とまちをつなぐ駅前広場等の整備

・魅力ある地域資源の活用

・市有地を活用した新たな拠点の形成

東地区

Ｎ

0 10m 20m 50m

新明小学校
跡地

・ リニア関連施設はできる限り広場空間と調和するように配置

：広場
（広場内にリニア関連施設が配置される予定）

：道路（区画街路）※検討中

：廃道 ※検討中

：市有地の活用

▲ イベント広場のイメージ
（笈瀬通より東側）

芝生広場
イメージ

▲ 緑あふれる広場のイメージ
（笈瀬通より西側）

3－(1) リニア駅周辺のまちづくりの方向性（中間とりまとめ）

0 10m 20m 50m

Ｎ

（広場内にリニア関連施設が配置される予定）
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■スケジュール

・地域住民・市民・事業者・町内会・まちづくり協議会・名古屋市等のそれぞれが担い手

・各々の取組内容や時期に応じて、主体となる担い手の方々が参加し、議論できる場や情報の

提供等必要な支援を実施

・持続的なまちのあり方（展開）についても併せて検討・意見交換する場の提供・支援を実施

平成29年度 平成30年度以降

広場・

道路(区画街路)

周辺

まちづくり

リ

ニ

ア

中

央

新

幹

線

開

業

・広場計画

・管理と
運営方法

ま

ち

づ

く

り

の

方

向

性

（
案
）

ま

ち

づ

く

り

の

方

向

性

（
中
間
と
り
ま
と
め
）

関係機関
協議

都市計画
決定

設計・
整備

地域、市民の方と
議論・検討

広場を中心としたまちづくりの検討

地域の方と議論しながら
具体化・決定

公共施設の
配置

市有地（新明小学校跡地）の活用
代替地として譲渡

（西側）

地権者による
開発地域との合意形成

（東地区）

3－(1) リニア駅周辺のまちづくりの方向性（中間とりまとめ）

■まちづくりの体制
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■目的・位置付け

3－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

○「名古屋駅周辺まちづくり構想」や「名古屋駅周辺交通基盤整備方針」における名古屋駅の将来の考え方や方向性等をもとに、

これまで協議や検討を進めており、現時点における検討内容のとりまとめとして、

駅前広場の再整備の基本コンセプト／東側エリアの再整備の方向性／西側エリアの検討の方向性等について示すもの。

○本再整備プランをもとに、市民や民間事業者、まちづくり団体等のご意見を取り入れながら、引き続き検討を進める。

リニア開業後のまちを見据

え、多様な主体がまちづく

りを進めるための共通目標

となる基本方針と具体的な

取組みを示したもの。

名古屋駅周辺まちづくり構想 平成26年9月策定

構想に掲げる主要プロ

ジェクトのうち、交通

基盤関連プロジェクト

を中心に各交通施設に

ついて、今後の整備内

容を具体化するための

方向性を示したもの。

名古屋駅周辺交通基盤整備方針 平成30年3月策定

名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

（２）名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）〔プロジェクト③④⑤⑨⑩〕



■現状と課題

133－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

○乗換先やまちへの見通しや動線の阻害

○車の動線交錯による安全な交通の阻害

○駅とまちのつながりが希薄

○ターミナル駅にふさわしい風格や魅力が不十分

■東側エリア

駅前のロータリー交差点や一般車降車場・タクシー乗降場の配

置により、駅前空間が狭く、また、まちの発展に伴い、人のた

めの空間やまちとのつながりが不足してきている。

■西側エリア

○まちへの見通し・動線の阻害

○車の動線交錯による安全な交通の阻害

○バスの路上乗降による利用者の安全性の低下

○ターミナル駅にふさわしい魅力や都市機能が不足

西側の駅前空間は、歩行者空間が狭いことなどにより、駅とまち

が分断されており、まちとのつながりや回遊性が乏しい空間と

なっている。

（課題） （課題）



■基本コンセプト

143－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

■整備の基本的な考え方

名鉄名駅
再開発計画

JPタワー
名古屋

JRゲート
タワー 大名古屋

ビルヂング

ミッドランド
スクエア

ターミナル
スクエア１

ターミナル
スクエア２

ターミナル
スクエア３

ターミナル
スクエア４

ターミナル
スクエア５

0m 100m 200m

凡 例

ターミナルスクエア

見通し・動線の確保

「人中心」の駅前広場

周辺地域との連携

■これからの名古屋駅に求められるもの

スーパーメガリージョンの交通拠点 快適な乗換空間 ターミナル駅にふさわしい空間

スーパーターミナル駅にふさわしい高い機能性の発揮 と 世界の目的地となる名古屋の新しい顔づくり

ターミナルスクエア

乗換利便性を向上させる

「ターミナルスクエア」の整備

大規模地震等に備えた

防災性の高い空間の確保

総合交通結節機能の

充実と再編

「名古屋の新しい顔」として

生まれ変わる駅前広場

駅前広場から

まちへの波及

名古屋らしさや文化の

体験と情報発信

ユニバーサルデザイン等に基づく空間形成



■東側エリア/再整備の方向性

153－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

【スーパーターミナル駅にふさわしいインフラ施設配置】

ロータリー交差点の改良等を行い、飛翔の位置まで広場を広げ、

まちにつながる歩行者空間、乗換空間等の整備を図る。

【世界の目的地となる名古屋の顔づくりの検討】

「This is NAGOYA」を感じる新たな象徴的な空間形成に向けて、

今後、広く意見を伺いながら検討を進める。

デスティネーション ランドマーク

※交通施設、昇降施設、屋根等の施設の規模や配置等については、今後引き続き関係者等と協議、調整を進めていく。

※駅前広場内に、交番、案内所、店舗等を配置することを検討中。

■再整備イメージ



163－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

■東側エリア／ターミナルスクエアのイメージ

◎開放的で直線的な見通しや動線が確保され、乗換先やまちが一目で見渡せ、スムーズな移動ができる。

◎乗換空間を一体的に覆う大屋根等によって、雨風から守られ、快適な乗換ができる。

ターミナルスクエア２

中央コンコース前から至東山線中改札階段等方向を臨む

ターミナルスクエア３

中央コンコース前から名鉄側方向を臨む

※名鉄公表資料（平成29年3月）をもとに市が作成したイメージ

名鉄名駅

再開発計画※



173－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

■東側エリア／地下整備

わかりやすく視認性の高い歩行者空間

歩行者の通行量も多いことから、わかりや

すく、視認性の高い歩行者動線への充実を

図る。

駅とまちがつながる仕掛けづくり

ゆとりある地下広場の確保

わかりやすく、ゆとりのある空間を形成す

るため、動線が交差する箇所に地下広場を

確保する。

防災性・安全性の向上

地下空間の防災性や安全性を向上させるた

め、地下広場の確保や広場から直接避難で

きる階段の設置等を図る。

地下整備イメージ

地下広場のイメージ

地下広場のイメージ



■西側エリア/検討の方向性

183－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

【スーパーターミナル駅にふさわしい空間活用の検討】

バス乗降場等の交通施設の配置や、新たな都市機能の導入に向け

て、駅前広場の多様な空間活用について検討する。

【世界の目的地となる名古屋の顔づくりの検討】

駅とまちとをつなぐ、開放性の高い広場を

駅前広場の中央に配置することを検討する。

デスティネーション ランドマーク

※駅前広場と建築物との一体的な空間活用を仮定した場合のイメージ。 ※交通施設等の施設の規模や配置等については、今後引き続き関係者等と協議、調整を進めていく。

※駅前広場内に、昇降施設、自転車駐車場等を配置することを検討中。

■検討イメージ



■バリアフリー対応

193－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

■主要な乗換動線のバリアフリー対応等

各交通モード（鉄道・バス等）をつなぐ主要な

乗換動線は、まちへの動線にも配慮し、昇降施

設が連続して適切に配置されたバリアフリー

ルートとする。

主要な乗換動線のバリアフリー対応

◎

案内サインの充実

案内サインについては、設置の高さや文字の大

きさ、色彩等、わかりやすく統一感のある表示

となるよう検討する。

◎

昇降施設

改札外/エレベーター・エスカレーター(双方向)・階段の集約

改札内/エレベーターまたはスロープ等

主要な乗換動線における昇降施設のイメージ

双方向エスカレーター

エレベーター 階 段



■新たな東西通路の整備

203－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

◎駅東西の交通施設間の乗換やまちへの動線の利便性を高めるとともに、歩行者が集中する

中央コンコースの混雑解消等を図るため、ＪＲ広小路口とＪＲ太閤通南口・あおなみ線改

札口を結ぶ平面で直線的な新しい東西方向の通路の整備に向けて検討を進める。

◎名駅通においては、周辺の開発計画や「新たな路面公共交通システム(SRT)」と整合を図り、

自動車による駅へのスムーズなアクセス性を確保しつつ、道路空間の配分の見直し等による

歩行者空間の拡充について検討する。

◎「新たな路面公共交通システム(SRT)」については、名古屋駅から栄や名古屋城など、都心全

体の回遊性を高める移動手段として導入を検討しており、駅前広場からの視認性に配慮する

など、再整備等と整合を図りつつ、事業内容の具体化を進める。

◎名古屋駅とのアクセス機能の強

化を図るため、椿町線の地下空

間を活用したアクセス道路の整

備について、事業性や地域への

影響などの検討を進める。

検討区間

１. 自動車の専用道路としての

信頼性をもって高速へ誘導

２. 速達性を安定的に確保

３. 黄金出入口～駅の所要時間の短縮

期待される効果

■名駅通の歩行者空間の拡充・駅へのアクセス性の改善

■椿町線アクセス道路の検討



■今後の進め方

213－(2) 名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ）

■民間事業者等との連携・協力

駅前広場の再整備に当たっては、市民、鉄道利用者等の多くの人々が利用する公共的空間として、名古屋市が主体となる公共事業を基

本に各鉄道事業者や民間事業者等の連携・協力のもと進める。

施設の管理については、民間事業者やまちづくり団体等と連携した施設管理のあり方について検討していく。

◎

◎

■スケジュール

＜東側エリア＞

・東側の再整備においては、 2019年度に駅前広場の都市計画決定を

目指し、引き続き関係者と協議を進める。

・広場や大屋根をはじめ、名古屋らしさを発信する顔となる空間づく

りに関して、広く意見を伺いながら今後検討を進めていく。

＜西側エリア＞

・西側の再整備においては、駅前広場と建築物との一体的な空間活用等

について、民間事業者等とのPPPの可能性も視野に入れながら、今後

検討を進める。

・広場をはじめ、名古屋らしさを発信する顔となる空間づくりに関して、

広く意見を伺いながら今後検討を進めていく。

PPP：公共施設等の設計、建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うことにより、民間の創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化を図るもの。

（出典：内閣府／PPP/PFI手法導入優先的検討規程運用の手引）

タクシー・一般車スペースを

分離配置 タクシー・一般車スペースを

分離配置

バス乗降場等の配置●



■高速道路とのアクセス性の向上〔プロジェクト⑦〕
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・名古屋駅周辺交通基盤整備方針で示し

た出入口等の設置位置、線形などにつ

いて検討し、関係者（交通管理者、道

路管理者、道路占用事業者等）協議中。

また、環境調査（大気、騒音、振動、

交通量）を実施し、対策案を検討中。

・上記取り組みを踏まえ、名古屋高速道

路公社の協力を得ながら、早期に都市

計画案をとりまとめる。

3. 名古屋駅周辺まちづくりに関する動き

アクセス向上の考え方

（「名古屋駅周辺交通基盤整備方針」（H30.3 策定）より）



■地元まちづくり団体の取組み状況

23

団体名 取組み状況

名古屋駅地区街づくり協議会
・エリア防災（水害・地震）対策・検討
・賑わい創出を目指した施策の実施・検証
・国家戦略特区による道路占用事業の実施

名古屋駅太閤通口まちづくり
協議会

・椿まちづくりビジョンの具体化（まちの
ルールづくり等）の検討

・椿フェスタの拡充 等

名古屋新幹線駅前商工連合会
・街路灯・防犯カメラの設置・維持管理
・なごやリニアフロント計画の作成 等

四間道・那古野界隈まちづく
り協議会

・四間道・那古野界隈まちづくり構想の具
体化検討（まちづくり勉強会の実施等）

ささしまライブ24まちづくり
協議会

・シャトルバスの社会実験運行
・地区内の定期清掃、広場の維持管理
・イベントの開催 等

名駅南地区まちづくり協議会
・まちづくりビジョンの策定
・地区内の定期清掃、ハンギングバスケッ

トによる空間演出 等

■地元まちづくり団体への市のサポート

・構想づくりやエリアマネジメントの実施に向けた取組みを支援

（協議会等での助言、関係者との協議調整のサポート等）

3－(3) 地区毎の特色を活かしたまちづくり

円頓寺・那古野・四間道

四間道・那古野界隈まちづくり

協議会

柳橋

米野

駅西銀座

ささしま

駅前

則武新町

亀島

太閤

納屋橋

名駅南

名古屋駅地区
街づくり協議会

名古屋駅太閤通口
まちづくり協議会

名古屋新幹線
駅前商工連合会

ささしまライブ24
まちづくり協議会

名駅南地区
まちづくり協
議会

地域資源を活かしたまちづくりの推進等により、都心における多彩な魅力をもったまちをつくり、つないでいく

（３）地区毎の特色を活かしたまちづくり〔プロジェクト⑧〕



243－(4) 名古屋駅周辺の防災性の向上

・大規模な地震が発生した場合における滞在者等

の安全の確保を図るために必要な施設の整備等

に関する計画として、第3次名古屋駅周辺地区

都市再生安全確保計画を作成

・名駅周辺の大規模都市開発が竣工してきたこと

を踏まえ、帰宅困難者数の見直しや退避施設の

拡充等を実施 【Ｈ30. 5】

・名駅周辺において、平成12年の東海豪雨、平成

20年8月末豪雨等を受けて策定した緊急雨水整

備基本計画及び第2次緊急雨水整備計画に基づ

き緊急雨水整備事業を実施【Ｈ26～36(予定)】

・堀川の五条橋地区における河川整備を、平成30

年1月に国土交通省「100mm/h安心プラン」に

登録し、平成30年度整備に着手

「100mm/h安心プラン」とは、ゲリラ豪雨等による浸水被害に対し、河川事業・
下水道事業や避難行動の支援等、官民連携し、浸水被害の軽減を図るための取組
みやプラン等の支援目的で、平成２５年度に創設された制度。

貯留量
約104‚000
㎥

〔退避施設･一時避難場所･情報伝達施設の位置図〕

凡 例

計画の対象範囲

退避施設

一時退避場所

退避施設

・一時退避場所

情報伝達施設

退 避 施 設 ：38施設（約2.5万人）

一時退避場所：23施設（約5.5万人）

■帰宅困難者対策

（４）名古屋駅周辺の防災性の向上

■浸水対策



3－(5) ささしまライブ２４地区の状況 25

■ 整備概要

「国際歓迎・交流の拠点」の形成をめざし、民間施設の誘導と合わせ土地区画整理事業

による道路・公園などの都市基盤整備や親水空間の整備を実施

○ 都市計画道路 椿町線･笹島線 本線部
の開通（平成30年9月）

・名古屋駅へのアクセス強化
・名古屋駅周辺の交通混雑の解消
・鉄道による地域分断の解消
・地区の活性化

■ 近年の動き

○ まちびらき（平成29年10月）

・地区内の民間施設がすべて開業

〔アンダーパス〕

椿町線

笹島線

名古屋駅

ささしまライブ24地区

〔キャナルパークささしま〕

（５）ささしまライブ２４地区の状況



3－(5) ささしまライブ２４地区の状況 26

■ エリアマネジメント活動の実施

○「キャナルパークささしま」の活用
この街で働く方、学ぶ方、そして訪れる方々の

憩いや癒しの場となり、また地区の魅力スポッ

トとなる空間づくりを推進

○「ささしまウェルカムバス」の運行

名古屋駅とささしまライブ24地区を直接結び

便利で快適にアクセス

・平日81往復、休日51往復
・料金：大人210円、小人100円
・お得な回数券も発売中（10枚1,000円、4枚500円）

地区内の地権者等で「ささしまライブ24まちづくり協議会」を設立し、土地利用の

方針と建築ルールを定め、良好な環境の維持・賑わいの創出・地域の価値向上など

を目的に、様々なエリアマネジメント活動を実施



４. 関連プロジェクト
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■ 位置付け

284－(1) 都心部まちづくりビジョン策定に向けて

１）スーパー・メガリージョン形成による効果の最大化
２）技術革新によってもたらされる産業構造の変化への対応
３）来訪者を増やし交流を促進させる都市の魅力づくり
４）圏域の中枢機能と調和した都市型ライフスタイルの提示
５）多種多様な市民活動のステージとなる都市環境の構築
６）大規模災害に備えた都市の防災性能・災害対応力の強化
７）持続可能なまちづくりの推進

■ 策定の視点

具体的なまちづくりの目標に置き換え相関図
として整理

○次期都市計画マスタープランの都心部部分

・2020年度に策定・公表予定の次期名古屋市
都市計画マスタープラン検討にあわせて、
名古屋市都市計画審議会 新たな都市づく
り検討部会において検討を実施

検討委員：福島 茂委員（名城大学副学長・都市

情報学部教授） 他７名

・次期都市計画マスタープランに先行して公
表し、都心部部分に反映

○行政と民間で共有できる名古屋都心部の将来像

・2027年にリニア中央新幹線の開業を迎える
にあたり、民間投資を促進することを目的
として、行政と民間で共有できる都心部の
将来像を示すもの（平成31年春策定予定）

（１）都心部まちづくりビジョン策定に向けて（平成31年春策定予定）

都市計画マスタープラン

都市づくりの方針

都心部まちづくり

ビジョン

全市見直し

土地利用

都心部の見直し

（先行予定）

都市計画マスタープラン、都心部まちづくりビジョン、土地利用の検討概念図

（反映）



294－(1) 都心部まちづくりビジョン策定に向けて

将
来
像

『世界中から多様な人々を呼び込みイノベーションを創出するまち』

・リニア中央新幹線（品川・名古屋間）の開業により名古屋の都心がスー
パー・メガリージョンの中心となり、名古屋駅を中心に大交流圏を形成

・国内外から多種多様な職種・立場のビジネスパーソンやクリエイティブな
人材が集まり、交流が促進

・新たなアイデア・価値を生み出す人材の集積や、ベンチャー企業、研究機
関等の立地が加速し、従来からの圏域の強みであるものづくり技術と結び
つくことにより、イノベーションを創出

将
来
像

『快適な都市空間に訪れる人々の賑わいが広がるまち』

・再生された久屋大通公園では様々なイベントが開催され、国内外から多く
の人々が栄地区を来訪

・道路空間が歩いて楽しい歩行者優先のみちへと再配分されるとともに、利
便性の高い新たなモビリティの導入や自転車利用環境の向上により回遊性
が向上し、都心を訪れる人々の賑わいがまち全体に展開

・インバウンド需要から国際会議まで対応できる様々なグレードのホテルが
立地

将
来
像

『ゆとりを楽しむ名古屋ならではの洗練された都市生活を満喫するまち』

・ユニバーサルデザインの推進などにより道路・公園などの公共空間が一層
洗練された空間として再編・創出され、エリアマネジメント等の様々な市
民活動が活発化するとともに、世代間の交流も促進

・誰もが自分らしく生活・活動できる、様々な価値観やライフスタイル等を
受け入れる多様性のある都市を構築

・市民にとってハレの場となる高級ブランド店や美しい夜景を楽しめるレス
トランなど、都心ならではの商業施設が集積

■ 方針とその将来像 ■ 都心の都市構造

各拠点を有機的に結びつけることにより、都心部内の回遊性や
都市機能を相乗的に向上させるための拠点間の連携

都市機能が集積している名古屋駅・伏見・栄地区を中心として
官庁街のある名城地区及び大須地区まで含む区域

広域的な交通網と結節し鉄道密度の高い地域

都市の骨格を形成する主要な幹線道路及び河川・運河

ある程度の広がりをもって都市機能が高度あるいは特徴的に集
積したエリアとして、地域の特性を活かした名古屋の顔となる
まちづくりを目指す地区



304－(1) 都心部まちづくりビジョン策定に向けて

大規模公園をはじめとした公共空間を洗練された
ゆとりあるシンボル空間として再生・活用するこ
とにより、エリアの賑わいを都心全体に広げます

民間再開発の機会を捉え、様々な楽しみ方や働き
方を提供する商業・娯楽・芸術・文化施設等やオ
フィス等の都市機能を導入し、多様な人材が集ま
る環境整備を推進します

エリアごとの様々な特色を活かした多様性のある
まちづくりを進めることにより、名古屋らしさを
感じられる都心の魅力を向上します



2まちづくり関連プロジェクト

（２）新たな路面公共交通システムの実現をめざして～SRT（Smart Roadway Transit）構想～

4－(2) 新たな路面公共交通システムの実現をめざして～SRT構想～

■システムの呼称（SRT）

■SRTが目指すもの

○SRTの特徴
・魅力あるまちをシームレスにつなぎ、走る空間

が豊かなまちの景観を生み出し、また、ストレ
スフリーで楽しい移動を提供する、新たな都市
のシステム

・その実現のため、車両、走行空間、乗降・待合
空間や運行サービスが相互に連携し、一体的に
機能するもの

○SRTのコンセプト

①みちの再生による都心の魅力向上

②地区間の連携を強化する基幹公共交通

③まちを訪れる人に新しい移動価値を提供

Smart
快適性などのスマートさを備え

Roadway
路面を走ることで

地上の賑わいを生む

Transit
まちの移動手段

31



2まちづくり関連プロジェクト4－(2) 新たな路面公共交通システムの実現をめざして～SRT構想～

■導入の進め方

２０２７年のリニア中央新幹線の開業時に導入効果を最大限に発揮することを目指し、課題解決に必要な
検証を行いながら段階的に導入を進める。今後、東西ルート及び周回ルートの事業化にあわせ、この方針
に沿った具体的な路線や運行内容などを示した事業計画を策定する。

＜車両のイメージ＞

まちなかでの存在感やシンボル性があ
り、誰もが安心して快適に乗車できる
先進的な車両を新たに開発して導入

・広い車内と魅力的な車両デザイン
・スムーズな乗降と快適な乗り心地
・環境にやさしいエネルギー

魅力ある地域をつなぎ、賑わいを面的に拡大する運行ルート
の設定及び乗降・待合空間を整備

・沿道の賑わいと連携した乗降・待合空間の整備
・新たな都心軸の明確化

誰もが気軽に利用できる運行サービスを提供

・基幹的な路線としての高い運行水準
・利用抵抗の少ない料金サービス
・車内移動の少ないスムーズな乗降方式

○車両

■ＳＲＴの具体像

○路線 ○運行サービス

32

○走行空間

道路利用者の安全性や利便性に配慮し
ながら、存在感があり、スムーズで快
適な走行環境を創出

・存在感と快適性の確保
・様々な道路利用者を考慮した空間

配分

利用者がスムーズに乗降でき、快適に
待てる空間とするとともに、歩道との
一体性を高め、まちの情報案内機能を
備えることで回遊性や賑わいを創出

・まちの回遊拠点としての機能
・スマートな発着とシームレスな乗降

○乗降・待合空間

＜乗降・待合空間のイメージ＞＜走行空間のイメージ＞



■取組み状況

都市計画制度等の活用による民間再開発等により、ビジネス拠点・交流拠点に必要な都市機能を強化

民間によるまちへの投資を促進するため、「民間投資促進包括プラン」を公表（平成30年3月）

334－(3) 都市機能の強化

対応方針 施策

容積率緩和に

よる都市機能

の誘導

個別開発に対する支援の充実

・都心における容積率緩和制度の

運用方針の策定

・都市計画提案に係る面積規模の

緩和 など

面的な容積率緩和制度の活用

<今後の予定>

・指定容積率の見直し

開発に係る

規制見直し等

地下街接続基準の見直し

駐車場附置義務制度の見直し

環境影響評価の規模要件見直し

<今後の予定>

・地区の価値向上を図る取組み

・税制・金融支援

・情報提供の充実

「民間投資促進包括プラン」の概要

・個別の都市計画手続きを経ずに容積率緩和

・都心に必要な機能（施設）の整備促進

★ポイント

○なごや集約連携型まちづくりプラン（立地適正化計画）を踏まえて定め

る区域（都心）に広域的な拠点施設を誘導する都市計画で、施設整備に

より容積率緩和を適用

○容積率緩和対象(概要)：MICE関連施設、多目的ホール、イノベーション

施設、外国語対応医療施設、劇場・演芸場など

特定用途誘導地区(都心地区) 【都市計画手続き中】
【H30.3公表】

誘導施設（MICE関連施設、
劇場等）と区域を指定

MICE関連施設整備
により容積率を緩和

（３）都市機能の強化〔プロジェクト➀〕


